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新春あいさつ

小山市制70年を振り返る

税の申告について

【表紙】
令 和6(2024)年は小山市制
施行70周年の年です。
本号の特集では小山市の70
年を振り返ります。
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新年明けましておめでとうございます。

昨年は、新型コロナウイルスの感染症法上の

位置づけが５月から５類感染症となり、様々な

活動が再開となった年でした。本市においても、

７月には小山の夏の風物詩「小山の花火」を通

常開催することができ、８月には広島平和記念

式典と姉妹都市ケアンズ市への中学生派遣を再

開することができました。

また、「田園環境都市おやま」の象徴の１つ

であるコウノトリのヒナが４年連続で誕生し、

小山市内外からコウノトリを一目見ようと多く

の方が渡良瀬遊水地を訪れました。

市としては、このような豊かな自然に恵まれ、

田園と都市のバランスのとれた環境を次世代に

継承するため、市民の皆さまとの対話を重視し、

市民参加型の会議を開催した年でもありました。

市制100周年を迎える2054年に「こうあってほ

しい」という未来の小山市の姿を描いたものと

して、令和６年度中の策定を予定している「田

園環境都市おやまビジョン」を市民の皆さまと

ともに作りあげるためのおやま市民ビジョン会

議や、「2054年の小山市を語ろう」をテーマに

開催した小山市民フォーラムなど、市民の声を

取り上げるため対話を重ねてきました。

そのような中、３月には「オーガニックビレッ

ジ宣言」を、10月には市と市議会で「ゼロカー

ボンシティ＆ネイチャーポジティブ宣言」を行

い、田園環境都市おやまの実現に向けた取り組

みを進めてきました。

また、子育て世代への支援として、こども医

療費助成を18歳まで拡大しました。さらに市民

の安全･安心な暮らしのため、本年１月から帯

状疱疹予防接種の助成を開始し、４月からは重

度心身障がい者医療費助成の現物給付化も予定

しています。

今年は、小山市にとって市制70周年という節

目の年になります。これまでの先人たちの労苦

に思いをはせ、これからの未来に向けて、市制

70周年記念式典の開催を10月27日に予定してい

るほか、１年間を通じて様々な記念事業の実施

を予定しており、市民の皆さまと一緒に楽しめ

る70周年にしたいと考えております。

また、ひとが集う新たな地域活動の拠点とし

て期待される、大谷市民交流センター（愛称:

あいとぴあ）が５月にオープンの日を迎えます。

愛称に込められた思い「ふれあいの理想郷」と

なり、多くの市民に愛され親しまれるよう皆さ

まのご支援、ご協力をお願いします。

一方でエネルギー価格や物価高騰などの影響

から国による様々な支援が実施されるなど、不

安定な世界情勢の影響が不透明な状況でありま

すが、市民の安全･安心な暮らしを守る施策に

取り組むとともに、引き続き「徹底した市民と

の対話と連携」を進め、あらゆる機会でいただ

いた意見を取り入れ、住みたい･住み続けたい

と思える持続可能なまちづくりを進めてまいり

ます。

最後に皆さまにとりましても、本年が素晴ら

しい１年となりますようご祈念申し上げます。

新春のごあいさつ
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市民との対話を重ねてきました

　おやま市民ビジョン会議
「田園環境都市おやまビジョン」策定に向け、市民と市職員がと

もに学び合い･対話する機会として、セミナー等を開催していま

す。

次回の開催については10ページをご覧ください。

　小山市民フォーラム (テーマ版 )

市制100周年を迎える2054年の小山市のあるべき姿について、参加者

が7つのサブテーマに分かれて話し合いました。

　小山市民フォーラム (地域版 )

桑地区、絹地区、美田地区からの希望に応じ、各地区でそれぞれ

の地域の課題などについて意見交換を行いました。

　これからの中央市民会館 ･文化センターを考える

　市民ワークショップ
新たな市民会館に望むことについて意見等をいただくことを目

的に、市民ワークショップを開催しました。

　シビックテックによる市民協働まちづくり実践講座

「地域社会のデジタル化」を推進するため、市民自らが望む社会を

作り上げていく活動である「シビックテック」の基本的な活動方

法を学ぶ講座を開催しました。

小 山 市 民 フ ォ ー ラ ム
(テーマ版)で出た意見の
詳細はホームページでご
覧いただけます☞

▲小山市民フォーラム(テーマ版)で出た
　意見を記録したイラスト

▲おやま市民ビジョン会議の様子

▲ゼロカーボンシティ＆ネイチャーポジティブ宣言▲４年ぶりの通常開催となった小山の花火

▲4年連続の誕生となったコウノトリのヒナ「小
コ

白
ハク

」と「千
チトセ

歳」

　（提供：わたらせ未来基金）

▲5月開館予定の大谷市民交流センター（あいとぴあ）

令和５(2023)年の小山市を振り返って
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昭
和
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９
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昭
和
59
年
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９
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昭
和
61
年
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９
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昭
和
63
年
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９
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平
成
３
年

（１
９
９
１
）

平
成
４
年

（１
９
９
２
）

平
成
５
年

（１
９
９
３
）

平
成
６
年

（１
９
９
４
）

平
成
７
年

（１
９
９
５
）

平
成
９
年

（１
９
９
７
）

平
成
12
年

（２
０
０
０
）

平
成
13
年

（２
０
０
１
）

平
成
14
年

（２
０
０
２
）

平
成
15
年

（２
０
０
３
）

平
成
16
年

（２
０
０
４
）

小山市制 70 年を振り返る

■
小
山
市
立
博
物
館
開
館

■
市
制
施
行
30
周
年
記
念
式
典
挙
行

■
小
山
市
長
に
小
林
武
夫
氏
初
当
選

■
白
鷗
大
学
開
校
【写
真
❼
】

■
小
山
市
長
に
船
田
章
氏
初
当
選

■
小
山
聖
苑
完
成

■
岡
儀
平
さ
ん

（中
央
町
２
丁
目
）
男
性
長
寿
日
本
一

■
鷲
城
跡
・
祗
園
城
跡
が
小
山
氏
城
跡
と
し
て
国
史
跡
に
指
定

■
「健
康
都
市
お
や
ま
」宣
言
【写
真
❽
】

■
「平
和
都
市
」宣
言

■
中
央
図
書
館
開
館

■
み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
が
施
行

■
県
南
公
設
地
方
卸
売
市
場
開
場

■
駅
西
再
開
発
ビ
ル

「ロ
ブ
レ
」
オ
ー
プ
ン

【写
真
❾
】

■
市
制
施
行
40
周
年
記
念
式
典
挙
行

■
都
市
景
観
条
例
施
行

■
人
口
15
万
人
と
な
る

■
寺
野
東
遺
跡
が
国
史
跡
に
指
定

■
環
境
基
本
条
例
施
行

■
小
山
市
長
に
大
久
保
寿
夫
氏
初
当
選

■
テ
レ
ビ
小
山
放
送
開
局

■
市
民
賞
第
１
号
に
川
上
知
子
さ
ん

（重
量
挙
げ
）

■
栃
木
県
内
初
の

「男
女
共
同
参
画
都
市
」
宣
言

■
中
久
喜
城
跡
が
小
山
氏
城
跡
の
一
つ
と
し
て
、
国
史
跡
に
追
加
指
定

■
小
山
西
高
が
甲
子
園
初
出
場
【写
真
❿
】

■
「第
１
回
小
山
市
中
学
生
ケ
ア
ン
ズ
派
遣
団
」を
派
遣
【写
真
⓫
】

■
小
山
市
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

「新
お
や
ま
21
ビ
ジ
ョ
ン
」
策
定

■
小
山
市
制
50
周
年
記
念
式
典
挙
行

■
小
山
評
定
ふ
る
さ
と
大
使
誕
生

■
「小
山
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
」が
施
行

令和６(2024)年は小山市制施行70周年の年です。

昭和29(1954)年に市制施行した小山市の歴史を振り返ります。
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昭
和
29
年

（１
９
５
４
）

昭
和
30
年

（１
９
５
５
）

昭
和
31
年

（１
９
５
６
）

昭
和
33
年

（１
９
５
８
）

昭
和
36
年

（１
９
６
１
）

昭
和
37
年

（１
９
６
２
）

昭
和
38
年

（１
９
６
３
）

昭
和
39
年

（１
９
６
４
）

昭
和
40
年

（１
９
６
５
）

昭
和
42
年

（１
９
６
７
）

昭
和
43
年

（１
９
６
８
）

昭
和
44
年

（１
９
６
９
）

昭
和
45
年

（１
９
７
０
）

昭
和
46
年

（１
９
７
１
）

昭
和
49
年

（１
９
７
４
）

昭
和
51
年

（１
９
７
６
）

昭
和
53
年

（１
９
７
８
）

昭
和
55
年

（１
９
８
０
）

昭
和
57
年

（１
９
８
２
）

■
消
防
庁
舎
開
庁

■
市
旗
制
定

■
豊
田
・
穂
積
・
中
村
が
合
併
し
て
美
田
村
誕
生

■
間
々
田
町
・
生
井
村
が
合
併
し
て
新
し
い
間
々
田
町
誕
生

■
寒
川
村
が
間
々
田
町
と
合
併
、
桑
村
・
絹
村
が
合
併
し
て
桑
絹
村
誕
生

■
結
城
紬
・
国
の
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定

■
東
北
本
線
上
野
～
宇
都
宮
間
電
化
完
成

■
市
街
地
開
発
組
合
が
発
足
し
、小
山
工
業
団
地
造
成
に
着
手
【写
真
❷
】

■
小
山
町
と
大
谷
村
が
合
併
し
小
山
市
誕
生
【写
真
❶
】

■
初
代
小
山
市
長
に
山
中
泰
輔
氏
就
任

■
最
初
の
保
育
所
・
第
一
保
育
所
開
所

■
間
々
田
町
・
美
田
村
が
小
山
市
と
合
併
【写
真
➌
】

■
市
役
所
庁
舎
落
成
。
市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典
挙
行

■
間
々
田
乙
女
不
動
原
で
瓦
窯
跡
発
掘

■
国
立
小
山
工
業
高
等
専
門
学
校
開
校

■
桑
絹
町
が
小
山
市
に
合
併

■
国
道
４
号
線
小
山
バ
イ
パ
ス
開
通
【写
真
❹
】

■
中
央
町
に
Ｘ
字
形
歩
道
橋
完
成

■
小
山
高
甲
子
園
初
出
場

■
人
口
10
万
人
と
な
る

■
小
山
市
長
に
栗
田
政
夫
氏
初
当
選

■
市
制
20
周
年
記
念
式
典
挙
行

■
春
の
選
抜
高
校
野
球
で
小
山
高
校
準
優
勝
【写
真
❺
】

■
市
民
憲
章
・
市
の
花
・
木
・
鳥
・
市
歌
制
定

■
中
央
市
民
会
館
・
栃
の
葉
会
館
開
館

■
摩
利
支
天
塚
古
墳
・
乙
女
不
動
原
瓦
窯
跡
が
国
史
跡
に
指
定

■
小
山
市
民
病
院
誕
生

■
東
北
新
幹
線
小
山
駅
開
業
【写
真
❻
】
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17
18

19

21

20

22

平
成
28
年

（２
０
１
６
）

平
成
29
年

（２
０
１
７
）

平
成
30
年

（２
０
１
８
）

平
成
31
年

（２
０
１
９
）

令
和
元
年

（２
０
１
９
）

令
和
２
年

（２
０
２
０
）

令
和
３
年

（２
０
２
１
）

令
和
４
年

（２
０
２
２
）

令
和
５
年

（２
０
２
３
）

■
新
小
山
市
民
病
院
新
築
オ
ー
プ
ン

■
住
民
票
・
印
鑑
登
録
証
明
書
・
戸
籍
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
開
始

■
絹
分
遣
所
開
所

■
桑
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

「マ
ル
ベ
リ
ー
館
」オ
ー
プ
ン

■
小
山
地
区
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
締
結

■
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
お
や
ま
、お
や
ま
本
場
結
城
紬
ク
ラ
フ
ト
館
が
ロ
ブ
レ
に
オ
ー
プ
ン

■
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
萩
野
公
介
さ
ん
が
金
・
銀
・
銅
メ
ダ
ル
獲
得
、

　

海
老
沼
匡
さ
ん
が
銅
メ
ダ
ル
獲
得
【写
真
⓱
】

■
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
「栃
木
県
南
部
地
区
」栃
木
南
部
農
業
水
利
事
業
所
開
設

■
栃
木
県
内
初
の
義
務
教
育
学
校
「絹
義
務
教
育
学
校
」開
校

■
台
湾
高
雄
市
教
育
局
及
び
経
済
発
展
局
と
「友
好
協
力
に
関
す
る
提
案
書
」に
調
印

■
関
東
ど
ま
ん
な
か
サ
ミ
ッ
ト
会
議
へ
加
入

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
「お
ー
ラ
ジ
」開
局
【写
真
⓲
】

■
「と
ち
ぎ
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
小
山
」開
設

■
長
谷
部
浩
平
四
段
が
戦
後
初
の
栃
木
県
出
身
プ
ロ
棋
士
と
な
る

■
「最
強
ラ
ー
メ
ン
祭
２
０
１
８
ｉ
ｎ
小
山
」開
催

■
国
史
跡
摩
利
支
天
塚
・
琵
琶
塚
古
墳
資
料
館
開
館

■
コ
ウ
ノ
ト
リ
「ひ
か
る
」く
ん
に
特
別
住
民
票
発
行

■
「間
々
田
の
じ
ゃ
が
ま
い
た
」が
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

■
東
城
南
小
学
校
開
校

■
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
【写
真
㉒
】

■
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
＆
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
宣
言

■
小
山
市
役
所
新
庁
舎
開
庁
【写
真
⓴
】

■
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
萩
野
公
介
さ
ん
が
６
位
入
賞

■
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
髙
柗
義
伸
さ
ん
が
銅
メ
ダ
ル
獲
得
・
市
民
栄
誉
賞
初
受
賞

■
小
山
市
立
体
育
館
開
館

■
第
７
次
小
山
市
総
合
計
画
策
定

■
栃
木
ゴ
ー
ル
デ
ン
ブ
レ
ー
ブ
ス
が
Ｂ
Ｃ
リ
ー
グ
で
初
の
リ
ー
グ
優
勝

■
令
和
元
年
10
月
東
日
本
台
風

■
渡
良
瀬
遊
水
地
コ
ウ
ノ
ト
リ
交
流
館
オ
ー
プ
ン
【写
真
⓳
】

■
市
長
選
挙
で
浅
野
正
富
氏
初
当
選

■
第
２
次
小
山
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
策
定

■
渡
良
瀬
遊
水
地
で
東
日
本
初
の
野
外
繁
殖
に
よ
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ヒ
ナ
誕
生

■
豊
田
小
学
校
開
校
【写
真
㉑
】

■
２
０
２
２
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
タ
開
催
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12
13

14

15

16

平
成
17
年

（２
０
０
５
）

平
成
18
年

（２
０
０
６
）

平
成
19
年

（２
０
０
７
）

平
成
20
年

（２
０
０
８
）

平
成
21
年

（２
０
０
９
）

平
成
22
年

（２
０
１
０
）

平
成
23
年

（２
０
１
１
）

平
成
24
年

（２
０
１
２
）

平
成
25
年

（２
０
１
３
）

平
成
26
年

（２
０
１
４
）

平
成
27
年

（２
０
１
５
）

■
小
山
市
地
区
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行

■
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

■
国
勢
調
査
で
人
口
16
万
人
を
突
破
し
、栃
木
県
内
第
２
位
の
都
市
と
な
る

■
小
山
城
南
出
張
所
オ
ー
プ
ン

■
道
の
駅
思
川
オ
ー
プ
ン
【写
真
⓬
】

■
小
山
市
・
ケ
ア
ン
ズ
市
「姉
妹
都
市
盟
約
」に
調
印

■
「第
１
回
小
山
市
高
校
生
紹
興
市
派
遣
団
」を
派
遣

■
ま
ち
の
駅
「思
季
彩
館
」開
館
【写
真
⓭
】

■
小
山
市
文
書
館
開
館

■
小
山
地
区
夜
間
休
日
急
患
セ
ン
タ
ー
開
設

■
「環
境
都
市
」宣
言
【写
真
⓮
】

■
間
々
田
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

「し
ら
さ
ぎ
館
」開
館

■
車
屋
美
術
館
開
館

■
小
山
市
・
紹
興
市
「友
好
交
流
関
係
に
関
す
る
協
定
書
」に
調
印

■
大
沼
（羽
川
）が
国
の
「た
め
池
百
選
」に
選
定

■
結
城
紬
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録

■
小
山
市
民
農
園
開
園

■
平
成
23
年
３
月
東
日
本
大
震
災

■
思
川
駅
自
由
通
路
・
南
北
駅
前
広
場
・
北
口
ア
ク
セ
ス
道
路
が
開
通

■
小
山
駅
中
央
自
由
通
路
「さ
く
ら
道
」開
通
【
写
真
⓯
】

■
渡
良
瀬
遊
水
地
が
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
に
登
録

■
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
萩
野
公
介
さ
ん
が
銅
メ
ダ
ル
、海
老
沼
匡
さ
ん
が

　

銅
メ
ダ
ル
獲
得
、ま
た
二
人
に
小
山
評
定
ふ
る
さ
と
大
使
委
嘱
・
市
民
栄
誉
賞
初
受
賞

■
新
小
山
市
民
病
院
発
足

■
小
山
城
南
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

「ゆ
め
ま
ち
」開
館

■
「城
山
・
サ
ク
ラ
・
コ
モ
ン
」竣
工

■
新
消
防
庁
舎
開
庁

■
「小
山
き
も
の
の
日
」実
施
【写
真
⓰
】

■
小
山
駅
東
口
新
駅
前
広
場
完
成

■
栃
木
県
内
初
の
「ス
ポ
ー
ツ
都
市
」宣
言

■
結
城
市
と
友
好
都
市
締
結

■
小
山
市
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典
挙
行

■
小
山
市
健
康
医
療
介
護
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

■
路
上
喫
煙
防
止
条
例
施
行

■
小
山
御
殿
広
場
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

■
平
成
27
年
９
月
関
東
・
東
北
豪
雨



森林環境税(国税)の賦課徴収の開始
　令和6年度から個人の市・県民税均等割とあわせて賦課徴収がはじまります。
特定配当等と特定株式譲渡所得金額の課税方式の変更
　所得税と住民税で異なる課税方式を選択できなくなります。
30歳以上70歳未満の国外居住親族の扶養控除等の適用
　一定の要件に該当しない場合は、扶養控除等の適用および非課税限度額の適用対象から除外されます。

 住宅借入金等特別控除の初年度の申告	  青色申告	  退職所得	  山林所得
 令和５年度(令和４年)分以前の申告	  外国税額控除	  雑損控除	  暗号資産
 国外居住親族に係る扶養控除	  先物取引(ＦＸを含む)、申告分離課税の配当所得
 分配時調整外国税相当額控除	  ＮＦＴ(非代替トークン)に係る総合譲渡所得、雑所得
 外貨で支払いを受けた海外からの年金収入	  収用を除く土地や建物の譲渡所得、株式等の譲渡所得

・申告が必要かどうか確認したい方は「申告フローチャート※」をご確認ください。
・申告が必要な方は、混雑を避け、ぜひ、ご自宅での申告をおすすめします。

▶令和６年度の主な税制改正

▶税の申告が始まります

自宅で申告する場合

申告会場を利用する場合　※ご自宅での申告ができない場合は、 申告会場をご利用ください

以下に該当する申告受付は栃木税務署になります。

持ち物
①筆記用具(ボールペン)　 
②申告する本人のマイナンバーを確認できる書類
　□マイナンバーカード　または　通知カード(現在の氏名・住所が記載されているもの)と運転免許証など
③扶養にする方がいる場合、その方のマイナンバーがわかるもの
④令和５年中の収入金額のわかるもの
　□給与所得者 ⇒ 源泉徴収票（原本）※勤務先が発行
　□年金所得者 ⇒ 源泉徴収票（原本）※日本年金機構等の年金支払者が発行(１月末頃)
　□事業所得(営業等、農業)・不動産所得者 ⇒ 収支内訳書(要事前作成)　等
⑤控除を受けるために必要な書類
　□生命保険料控除証明書　□医療費控除の明細書(要事前作成)　□寄付金受領証明書　□障害者手帳
　□社会保険料納付済額のお知らせ(1月19日(金)頃発送予定)　□地震保険料控除証明書　等
⑥申告者名義の金融機関名、支店名、口座番号がわかるもの(通帳等)
⑦靴用袋 ※マルベリー館、しらさぎ館、ゆめまち会場のみ

市県民税の申告 所得税の確定申告

①市役所市民税課 ・各出張所で申告書を入手 ・作成

申告書と記入方法の手引きを用意しています。

送付希望の場合は問合せください （１月末発送）。

②スマートフォン ・パソコンで作成

１月下旬から市ホームページ 『市県民税申告

書作成システム』 で申告書を作成することが

できます。

①栃木税務署 ・ 市役所市民税課 ・各出張所で申告書を入手 ・ 作成

１月中旬以降に配置される申告書に記入後、 提出してく

ださい。

②スマートフォン ・パソコンで作成

１月上旬から国税庁ホームページ 『確定申告

書等作成コーナー』 で申告書を作成すること

ができます。

市民税課に郵送で提出 （３月１５日 ( 金 ) まで）
栃木税務署に郵送または e-Tax で提出
（３月１５日 ( 金 ) まで） ※詳細は国税庁ホームページ

●作成済みの申告書　●本人確認書類 ( 免許証のコピー、 マイナンバーカードのコピーなど )

●収入のわかるもの ( 収支内訳書、 源泉徴収票のコピー ( 市県民税の申告の場合 ) など )

●控除額のわかるもの ( 生命保険料控除証明書、 障害者手帳のコピー、 医療費控除の明細書など )

郵送するもの

作成・申告方法 作成・申告方法

提出 提出

　 市民税課 ☎ 22-9422･9424問

※各出張所での配布のほか、市ホームページに掲載
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会場の混雑状況により、 午前中に発券された場合でも、 １３時以降の入場をお願いする場合があります。

　　　　　　　　　２月８日 ( 木 ) ～３月１１日 ( 月 )　９時～１２時、 １３時～１６時

受付日 会場
対象の地区 発券

コード午前の部 午後の部

2 月   8 日 ( 木 )
大谷出張所

塚崎、 雨ケ谷、 武井、 雨ケ谷町 田間、 東野田、 南和泉、 向原新田
1

2 月   9 日 ( 金 ) 雨ケ谷新田、 横倉 横倉新田

2 月 13 日 ( 火 ) 生井出張所 上生井、 下生井、 白鳥 網戸、 楢木、 生良 2

2 月 14 日 ( 水 )

しらさぎ館

大字粟宮、 平和 千駄塚、 西黒田、 東黒田、 南飯田

12 月 15 日 ( 木 ) 間々田 間々田、 東間々田

2 月 16 日 ( 金 ) 大字乙女、 南乙女 暁、 乙女 ( 丁目 )、 美しが丘

2 月 19 日 ( 月 )

小山東出張所

城東 1 ～ 3 丁目 城東 4 ～7 丁目

22 月 20 日 ( 火 ) 犬塚 1 ～ 5 丁目 中久喜 ( 大字 ・丁目 )

2 月 21 日 ( 水 ) 大字犬塚 犬塚 6 ～ 8 丁目、 土塔

2 月 22 日 ( 木 ) 寒川出張所 寒川、 迫間田 鏡、 押切、 中里 1

2 月 26 日 ( 月 )

マルベリー館

喜沢 三拝川岸、 東島田、 東山田、 南半田、 荒井、 萱橋

22 月 27 日 ( 火 ) 羽川、 飯塚、 鉢形、 北飯田 羽川

2 月 28 日 ( 水 ) 向野、 扶桑 出井

2 月 29 日 ( 木 )
ゆめまち

駅南町 東城南、 神山 1 丁目
1

3 月   1 日 ( 金 ) 西城南 1 ～ 4 丁目 西城南 5 ～7 丁目、 神山 2 丁目、 三峯

3 月   4 日 ( 月 )
絹出張所

梁 福良
2

3 月   5 日 ( 火 ) 延島新田、 高椅、 田川 中島、 延島、 中河原

3 月   6 日 ( 水 ) 穂積出張所 大行寺、 石ノ上、 塩沢、 間中 上国府塚、 下国府塚、 上石塚、 下石塚、 萩島 1

3 月   7 日 ( 木 )
豊田出張所

松沼、 今里 卒島、 上初田、 小薬
2

3 月   8 日 ( 金 ) 大本、 小宅、 黒本 島田、 渋井、 立木、 荒川

3 月 11 日 ( 月 ) 中出張所 下河原田、 生駒、 大川島、 下初田、 小袋 南小林、 上泉、 下泉、 井岡 1

　　　　　　　　　２月５日 ( 月 ) ～３月１５日 ( 金 ) ９時～１２時、 １３時～１６時 ( 土日祝日除く )

受付日 会場 対象の地区
発券
コード

2 月 5 日 ( 月 )
～

3 月 15 日 ( 金 )

本庁舎 2 階
大会議室

若木町、 本郷町、 八幡町、 駅東通り、 天神町、 神鳥谷 ( 大字 ・ 丁目 )、 神明町、
粟宮 ( 丁目 )、 立木 ( 川西町 )、 大行寺 ( 思水ヶ丘 )、 小山、 外城、 城北、 稲葉郷、
喜沢 (1475 ～ 1497-3)、 中央町、 花垣町、 城山町、 宮本町
ほか出張所会場では申告の難しい方

3

＊申告会場には 「出張所会場」 と 「市役所会場」 があります。 お住まいの地区の対象会場にお越しください。

＊受付日当日に、 申告会場で発券するかスマートフォンで予約が可能です。

＊スマートフォンで予約した方は、 発券時間内に申告会場で発券手続きをお願いします。

＊スマートフォン予約の発券には、 予約完了時にメールで届く 「受付番号」 と 「通知番号」 が必要です。

期間　２月１６日 ( 金 ) ～３月１５日 ( 金 ) ９時～１６時 （受付は８時３０分） ※土日祝日を除く

場所　栃木商工会議所大ホール （栃木市片柳町２－１－４６）

＊確定申告会場への入場には整理券が必要です。

　※整理券の発行方法 ： ①国税庁 LINE 公式アカウントからのオンライン事前発行　②会場での当日配布

　※配布状況により１６時前でも相談受付を終了する場合がありますので、 オンラインでの事前発行をおすすめします

＊２月１５日 ( 木 ) 以前は栃木税務署庁舎内で申告相談を行っています

＊本年から確定申告会場で完成した申告書等 ( 控 ) への収受日付印の押印は行いません　※ 「申告書提出箱」 のみ設置

受付番号券の発券時間

申告会場 8 時 30 分～ 15 時 30 分

Web 発券 9 時～ 11 時 30 分 ,13 時～ 15 時 30 分

※受付日当日にのみ予約が可能です

会場ごとに発券コードが異なります。

［1］の会場 ［２］の会場 ［３］の会場

市役所会場

出張所会場

確定申告会場 　栃木税務署 ☎ 0282-22-0885問

国税庁
LINE 公式アカウント
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ビジョン策定に関わるアンケートを実施中

1月31日(水)まで。ご協力お願いします。

おやま市民ビジョン会議 

～語り合うワークショップ 第３回～

小山市では現在、30年後、市制100周年を迎える

2054年に「こうあってほしい」という未来の小山市

の姿を、小山市に関わる人みんなで共有できるよう、

「調べる」「学び合う」「対話する」を重ねながら「田

園環境都市おやまビジョン」の策定を目指しています。

今回その一環として、策定に向け様々な視点のご意

見をいただくため、おやま市民ビジョン会議 ～語り

合うワークショップ 第3回～を開催します。ご興味

がある方はこの機会にぜひご参加ください。

広報版　おやまアサッテ広場 田園環境都市推進課　☎ 22-9379問

【詳細はこちら】

日時：1月20日（土）
　　 14:00 ～ 16:30（13:30 ～受付開始）
会場：市役所6階　大会議室6abcd
＜ワールドカフェ方式で開催＞
テーマを設定した各テーブルを、カフェ
をはしごするように移動しながら様々な
立場 ･ 視点をもった人たちと交流するこ
とで対話を楽しみます。

「おやまの未来に、地域を支える

「ひとの繋がり」をどうつくる？」

　　環境課
☎ 22-9286

問

生ごみ処理機は、 生ごみを微生物の力で分解したり、 熱風で乾燥したりすることで、 堆

肥に変えたり、 かさやにおいを削減し、 ごみ出し回数を減らしたりすることができる、 とて

も便利なアイテムです！

市では、 生ごみ処理機を購入した方に補助金を交付しています。 対象は 「生ごみ堆肥

化容器 （コンポスト）」 と 「電動式生ごみ処理機」 です。

今までも生ごみ処理機の補助金はありましたが、 生ごみ減量化の強化期間として令和 5

年度及び令和 6 年度の 2 年間の期間限定で、 「電動式生ごみ処理機」 の補助額を大幅に

増やしました。 ぜひこの期間に購入を検討していただき、 生ごみの資源化 ・ 減量化にご協

力ください。

【令和5年度分対象者】令和6年3月31日(日)までに対象の生ごみ処理機を購入した市民

【令和5年度分申請期限】令和6年4月30日(火)必着　

➡

お忘れなく

※予算がなくなり次第、 受付を終了させていただきますので、 ご了承ください

家庭菜園をしている

方におすすめです！

【補助額】

購入費の5/10

上限6,000円

※1,000円未満切り捨て

機械が全て行ってくれるため手間が少なく、屋内に設置できるも

のがとても便利です！

【補助額】
通常

購入費の5/10

上限30,000円

コンポスト 電動式生ごみ処理機

生ごみ処理機普及キャンペーン

キャンペーン期間中
購入費の7/10 上限60,000円
※1,000円未満切り捨て

申込はこちら

◀

参加者
募集
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問博物館 ☎45-5331　車屋美術館 ☎41-0968博物館・美術館だより
City museum & Art museum

博物館 車屋美術館

乙女河岸模型（当館蔵）

　常設展示では、「小山の文化のあゆみ」をテーマとし
て、約320点の実物・複製資料のほか写真パネルや模
型などにより、小山市の自然風土の中で祖先が築いて
きた郷土の姿を展示しています。

●いちおし本
　～ＳＤＧｓに関する本＆図書館おすすめの本～

常設展示のみの開館
（入館無料）

開 館 時 間	 ９：00 ～ 17：00（最終入館16：30）

1月の休館日	 １（月）、２（火）、３（水）、９（火）、１５（月）、
	 ２２（月）、２６（金）、２９（月）

●2月の休館日
5（月）・11（日）・13（火）・19（月）・22（木）・26（月）
※小山・間々田・桑分館は、12（月）・23（金）も休館

になります。

●2月の移動図書館
「せきれい」の巡回日程表は、中央図書館ホーム
ページに掲載いたします。

●2月のおはなし会� ※会場の記載が無いものは中央図書館

おはなし会は、どなたでも参加できます。直接会
場へお越しください。

問中央図書館
☎21-0750図書館つうしん

新着情報はこちらから ▶
２月

名称（会場） 2 月 開始時間

おやま分館ピッコロおはなし会(小山分館) 2日㈮ 11:00

おはなしウェンディ 7日㈬ 15:30

おはなしこんにちは 14日㈬ 10:30

わくわくマルベリーおはなし会(桑分館) 17日㈯ 13:30

おこれんのおはなし会 18日㈰ 14:00

ままだ分館おはなしかい（間々田分館） 20日㈫ 15:30

おはなしウェンディ０・１・２ 21日㈬ 11:00

ゆめまちおはなしかい 24日㈯ 10:30

はなしのこべや　おはなしかい 25日㈰ 14:00

『ピンクマ ～ピンクになったシロクマの
はなし～』 【E/ カシワ』

柏原佳世子／作　江守正多／監修　KADOKAWA
夏の暑さに耐えられなくなったシロクマは、

「どんな願いも叶えてくれる動物」に頼み、ある
便利な道具をもらいます。しかし、その道具の
おかげで快適に暮らせるようになると、どんど
ん他の願いも叶えて欲しくなっていき…？便利
な道具に頼りすぎると環境がどうなってしまう
のか、考えるきっかけになる一冊です。

『 本バスめぐりん。』 【F/ オオサ】
大崎梢／著　東京創元社

移動図書館「本バスめぐりん号」を舞台に、
運転手のテルさんと司書のウメちゃんの二人が、
本を借りにやってくる様々なお客さんと交流し
ながら、日常のちょっとした謎を解決していき
ます。「めぐりん」を通じて人と人、そして人と
本が繋がっていく様子に心が暖かくなります。
寒い冬にぴったりの小説です。

『ピンクマ ～ピンクになった
シロクマのはなし～』

柏原佳世子／作　江守正多／監修　KADOKAWA　【Eカシワ】
夏の暑さに耐えられなくなったシロクマは、

「どんな願いも叶えてくれる動物」に頼み、ある
便利な道具をもらいます。しかし、その道具の
おかげで快適に暮らせるようになると、どんど
ん他の願いも叶えて欲しくなっていき…？便利
な道具に頼りすぎると環境がどうなってしまう
のか、考えるきっかけになる一冊です。

『 本バスめぐりん。』
大崎梢／著　東京創元社　【Fオオサ】

移動図書館「本バスめぐりん号」を舞台に、
運転手のテルさんと司書のウメちゃんの二人が、
本を借りにやってくる様々なお客さんと交流し
ながら、日常のちょっとした謎を解決していき
ます。「めぐりん」を通じて人と人、そして人と
本が繋がっていく様子に心が暖かくなります。
寒い冬にぴったりの小説です。

応募いただいたポストカード作品を展示します。水
彩画、版画、イラスト、写真、ペーパークラフトなど
自由な発想と創造力豊かな
作品をご覧ください。あわ
せて第9回特別審査員齋

さいとう

藤
千
ち あ き

明氏（版画家、白鷗大学
教授）の作品を特別展示し
ます。

【期　間】	1月13日(土) ～ 28日(日)
	 9時～ 17時（入館は16時30分まで）

【観覧料】	無料

第8回「10×15の世界コンテスト展」展示風景

展示期間以外は登録有形文化財
「小川家住宅」のみ公開しています。
開館時間：9時～ 16時
		  （入館は15時30分まで）
観覧料：100円(大高生50円/中学生以下無料）※無料公開日1月8日（月・祝）

 

お
知
ら
せ

第9回 「10×15の世界コンテスト展」
作品展示

※【　】の中の記号は、請求記号(本の背ラベルの記号)です
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症状は、発熱、下痢、悪心、嘔吐、腹痛などで、
原因は　①細菌性　②ウイルス性　③寄生虫
の３種類です。

①細菌性（＝菌が原因）では、腸炎ビブリオ、病
原性大腸菌、ウエルシュ菌、サルモネラ、カン
ピロバクターなどがあります。

②ウイルス性（＝ウイルスが原因）ではノロウイ
ルス、ロタウイルス、腸管アデノウイルスなど
があります。

③寄生虫ではクリプトスポリジウム、アメーバ、
ランブル鞭毛虫などがあります。

症状と原因
ノロウイルスは12 月、春にロタウイルス、夏に細菌性の腸炎ビブリオやウエ

ルシュ菌などの食中毒が流行します。
病原性大腸菌、サルモネラ、カンピロバクターは生食や熱処理の不足した食

べ物、飲み水などから感染するため、一年を通して発生することがあります。

流行時期

①食中毒の一般的な予防方法を励行すること　②ウイルス性のものに対して
は患者との濃厚な接触を避けて手洗いと換気を徹底することです。

ウエルシュ菌は長時間放置したカレーなどから起こる食中毒です。加熱処理
を過信せずに、長時間の放置は避けることが大切です。

感染性胃腸炎の特効薬は無く、「出すものを出して／水分補給をしっかり行
い／解熱剤や整腸剤や吐き気止めなどで対応する」対症療法になります。感染
してしまうと辛いですので、普段から予防が大切です。

予防方法

感染性胃腸炎ってなに？

この記事は、（一社）小山地区医師会の協力のもと作成しています。

健康増進課　☎22-9523　問

  夜間休日急患診療所 
場所	 健康の森　さくら（神鳥谷２２５１－７）
	 【健康医療介護総合支援センター】
	 ☎３９－８８８０・ＦＡＸ３９－８８８２
受付	 診療終了１５分前まで
※内科医等が、小児科の診察を担当することがあ
りますので、事前に電話をしてから来院してくだ
さい

日　時 科　目

平日 ・土曜日 19:00 ～ 22:00

内　科

小児科
日曜 ・祝日 ・振替

休日 ・年末年始

（12/31 ～ 1/3）

10:00 ～ 12:00

13:00 ～ 17:00

18:00 ～ 21:00

  在宅当番医 
受付	 土・休日前
	 （ の部分）
	 １７:００～翌日１７:００
	 上記以外　
	 １７:００～翌日９:００

事前に電話で確認して
ください。医師が交代
で当直制をとっており、
希望する治療が困難な
場合もあります。

  休日急患 歯科診療所 
場所	 健康の森　さくら（神鳥谷２２５１－７）
	 【健康医療介護総合支援センター】
	 ☎３９－８８８１・ＦＡＸ３９－８８８３
日時	 日曜・祝日・振替休日・
	 年末年始（１２／３１～１／３）
	 １０：００～１２：００、１３：００～１６：００
受付	 診療終了１５分前まで
※夜間休日急患診療所および休日急患歯科診療所の
南側に夜間休日対応の院外薬局（３薬局）があります

番号 医療機関名 所在地 電話番号

① 石橋総合病院 下野市下古山1-15-4 ☎53-1134
② 小金井中央病院 下野市小金井2-4-3 ☎44-7000
③ 杉村病院 小山市城山町2-7-18 ☎25-5533・5534
④ 小山整形外科内科 小山市雨ケ谷753 ☎31-1331
⑤ 光南病院 小山市乙女795 ☎45-7711
⑥ 野木病院 野木町友沼5320-2 ☎0280-57-1011

※在宅当番医は、（一社）小山地区医師会の協力のもと実施しています
問健康増進課　☎22-9523

２
月

（初期）一 次 救 急

医 療 機 関

救急車を呼ぶ？病院に行くか？迷ったときは

とちぎ子ども救急電話相談	 #8000

とちぎ救急医療電話相談（概ね15歳以上）	 #7111

新型コロナウイルスに関する相談について

新型コロナ総合相談コールセンター	　☎ 0570-550-096

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

③⑥①④②⑤

4 5 6 7 8 9 10

③⑥①⑤②④③⑥②④①⑤③⑥

11 12 13 14 15 16 17

①④②⑤③⑥①④②⑥③⑤①④

18 19 20 21 22 23 24

②⑤③⑥②④①⑤③⑥①④②⑤

25 26 27 28 29

③⑥①④②⑥③⑤②④
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昭和30年代の様子

小山市は昭和 29(1954) 年から市制を施行し、令和 6(2024) 年に市制施行 70 周年の節目の年を迎えました。市
制 70 周年を広く市民の皆さまに周知するとともに、市の魅力を市内外へＰＲするため、ロゴマークを制作しました。
各種媒体でロゴマークを活用し、70 周年を盛り上げていきます！

☎ 22-9313　　行政総務課問

市は昨年10月にゼロカーボンシティ＆ネイチャーポジティブ

宣言をし、自然環境の保全に向けた取り組みを推進しており、持

続可能な田園環境都市を目指す小山市を表現するため、全体的

に緑をベースにデザイン化しました。

「Oyama city」の文字には、空に羽ばたくコウノトリのシルエッ

トを入れることで、コウノトリの舞うふるさと小山と未来へ躍進

する小山市を表現しています。

市制70周年を表す「70」のデザインは、小山市がこれまで歩ん

できた70年と、キャッチコピー「小さな自慢が、山ほどあります。」

のロゴを融合させることで、70年の歴史とそこから生まれた資

産や資源を活かした現在の姿を表しています。

わかまつ

●制作者 (若松　健さん･市職員 )によるデザインの意図
たけし

市制70周年記念ロゴマーク市制70周年記念ロゴマーク

小山駅西口周辺の暮らしの移り変わりを紹介する、ニシグ
チオヤマのきおく。

今回は国道4号線のきおくを巡りたいと思います。
国道4号は東京都中央区の日本橋を起点とし、青森県青森

市を終点とする約839kmにも及ぶ国道です。小山市役所前
を通る国道は1965年に開通し、新4号国道の開通後は「旧
4号」として馴染み深い通りかと思います。写真は国道4号
バイパス工事時の様子です。通りには砂利があり舗装工事の
ために重機が使われていることが分かります。

また、国道4号沿いに並んでいる看板に目を向けると現在
も営業されているお店が見え、歴史の深さを感じられます。

小山市の交通の要として多くの人の生活を支えている国道
4号。まだまだ知られざる歴史がありそうです。
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市では、 国際社会に対応できるグローバルな人材を育

成するため、 姉妹都市であるオーストラリアのケアンズ市

に中学生を派遣しています。 コロナ禍を経て4年ぶりの実

施となる今回は、 市内11校の中学3年生及び義務教育学

校9年生から選抜された22名の派遣団員が4回の語学研

修、 事前研修を経て、 8月22日(火)から28日(月)までの

日程でケアンズ市に派遣されました。

現地では、 ケアンズ市役所訪問、 ハイスクールでの

授業参加や学生との交流、 ホームステイ体験などにより、

生きた英語や文化に触れる中で、 これまで身に付けてき

た語学力に更に磨きをかけ、 地元の人々との交流を深め

ることができました。

秋の褒章を野
の ぐ ち

口正
ま さ か つ

勝さん(黄綬褒章/現 協和建設㈱代表取締役)、 伏
ふせ

木
ぎ

美
み

代
よ

子
こ

さん(藍綬褒章/元 民生･児童委

員） が、 秋の叙勲を安
あ ん ど う

藤良
り ょ う こ

子さん(瑞宝双光章/現 保護司)が受章されました。

本市関係者が褒章 ・叙勲の栄誉に輝きました

◆秋の褒章 ・ 叙勲

第 1 ７回小山市中学生ケアンズ派遣団報告記

小山中学校 宮
みや

田
た

凜
りん

夏
か

長
なが

尾
お

　縁
ゆかり

蒲
かま

澤
ざわ

珠
たま

美
み

小山第二中学校 江
え

面
づら

清
きよ

流
ら

小山第三中学校 岩
いわ

井
い

優
ゆう

果
か

佐
さ

藤
とう

世
せ

以
い

神
かん

田
だ

　昊
こう

仁
に

平
へい

朝
あさ

陽
ひ

山
やま

中
なか

佳
か

重
え

石
いし

井
い

葵
あい

飛
と

喜
き

多
た

陽
ひ な み

美

小山城南中学校 岩
いわ

井
い

莉
り

央
お

森
もり

田
た

千
ち

晶
あき

遠
えん

藤
どう

馨
か

月
づき

大谷中学校 中
なか

村
むら

圭
けい

汰
た

【小山市中学生ケアンズ派遣団員】

黄綬褒章　野
のぐち

口正
まさかつ

勝さん 瑞宝双光章　安
あんどう

藤良
りょうこ

子さん

間々田中学校 栗
くり

原
はら

　光
ひかり

乙女中学校 川
かわづ

津みなも

豊田中学校 髙
たか

柗
まつ

音
ね

々
ね

美田中学校 小
お

川
がわ

翔
とう

眞
ま

桑中学校 星
ほし

野
の

安
あ

里
さと

藤
ふじ

本
もと

紘
ひろ

輝
き

絹義務教育学校 湯
ゆ

本
もと

来
ら

南
な
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広報おやま
読者アンケート

※ ご意見には個別に回答はいたしません。

 広報紙作成に役立てる資料としますので、

 ご了承ください

２次元コードを読み込みご回答ください▶

より見やすく、より便利に！

広報紙に関する
アンケートにご協力ください

も く じ

市からのお知らせや役立つ情報 ・
緊急情報を発信しています小山市公式SNS

カタログポケット
（多言語対応）

facebook Instagram YouTube LINE

スマホで
広報おやまが読めます

■電話

　☎ 0285-23-1111
（代表）

■住所

　〒323-8686　小山市中央町1-1-1

■ホームページ

　 https://www.city.oyama.
tochigi.jp/  

■開庁時間
　 月〜金曜日、 8:30 ～ 17:15

　 （祝日・年末年始を除く）

■新型コロナウイルス関連情報

●市民課業務 延長･休日窓口●

※一部業務のみ 問市民課 ☎22-9405

・平日延長窓口　※市民課のみ

　火・木曜日 19：00まで

・休日開庁窓口

　（市民課、小山城南出張所☎31-3650）

　第2･4日曜日 8：30 ～ 17：15

●納税課業務 延長･休日窓口●

� 問納税課 ☎22-9444

・平日延長窓口

　火曜日 19:00まで

・日曜納税相談窓口

　1月28日(日)8：30〜17：15

小山市役所案内

■市ホームページのキャッシュサイト
　（市ホームページがつながりにくいとき）
　https://www-city-oyama-

　　　tochigi-jp.cache.yimg.jp/

■防災行政無線 （放送内容を確認するとき）

　☎ 0285-23-0031 （自動音声案内）

■ラジオ 「おーラジ」 FM77.5MHz
　http://www.o-radi775.jp/

■防災ポータル （防災情報の確認）

納付は便利な
口座振替で！

X（旧Twitter）

納税のお知らせ

1月の納期　納期限1月31日(水)

市県民税�������������� 4 期

国民健康保険税� �������� 7 期

介護保険料� ����������� 7 期

後期高齢者医療保険料� ���� 7 期

１ 表紙

２-３ 新春あいさつ

４-７ 小山市制 70 年を振り返る

８-９ 税の申告について

10
広報版 おやまアサッテ広場／

生ごみ処理機普及キャンペーン

11 図書館つうしん／博物館・美術館だより

12 一次救急／ひとくち健康メモ

13
ニシグチオヤマのきおく／

市制 70 周年記念ロゴマーク

14 まちの話題

15 もくじ／市役所案内

16 Ｏｙａｍａ Ｋｉｄｓ Ｓｔｕｄｉｏ／子育て情報
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■編集・発行：総合政策課シティプロモーション室（〒323-8686 栃木県小山市中央町1-1-1 ☎0285-22-9353） 

■市の人口：166,158人(82減)、男性 83,966人(53減)、女性 82,192人(29減)、世帯数 72,160(15増)（12月1日現在）

令和 6(2024) 年 1 月 1 日発行

長
は せ が わ

谷川　紬
つむぎ

・陽
ひなた

ちゃん 東
あずま

　桃
とう

吾
ご

ちゃん鶴
つ る み

見　友
ゆ き と

希人ちゃん

小
お

川
がわ

　咲
さ

笑
え

羽
は

・生
き　え　ほ

笑歩ちゃん 森
もり

　美
み　や　び

弥妃 ・色
しき　ぶ

舞ちゃん飯
いい

田
だ

　菜
な　のは

巴ちゃん

相談・講座名 内　容 日　時 対　象 申　込

幼児食教室
・栄養士講話(幼児食のポイント)
・食育あそび、簡単おやつ作り
・持ち物：お子さん用スプーン、飲み物

2月15日(木)
9:30～11:00

１～２歳の児と保護者
1月15日(月)
～専用フォーム

乳幼児
健康相談

・保健師・栄養士による子育て相談
・持ち物：親子(母子)健康手帳、
　 バスタオル、上履き、くつ袋

2月27日(火) 
①9:00～
②9:30～
③10:00～
④10:30～

未就学児とその保護者

1月30日(火)13時～
相談希望の方：電話
計測のみの方：
専用フォーム

Father in Oyama
～父親支援クラス～

パパの子育てを応援する
クラスです

2月4日(日)
9:30～12:00

妊娠16週から出産後
6 ヶ月以内の妊産婦の夫
（パートナー）
定員：20人

1月4日(木) ～
専用フォーム

産前・産後
サポート事業

ママカフェ・セルフケア講座

・ママカフェ
  1月15日(月) 
・セルフケア講座
  1月23日(火)　

妊娠16週から出産後6
カ月以内の妊産婦
※お子さまの参加可
定員：18人

専用フォーム

マタニティ
後期クラス

・沐浴体験(赤ちゃんのお風呂の入れ方)
・助産師講話(出産・育児に向けて)
・持ち物：親子(母子)健康手帳、申込書
　上履き、くつ袋、テキスト代250円

2月16日(金)
13:30～16:00　

妊婦とその家族
※妊婦おひとりの参加可
定員：16組

1月16日(火) ～
専用フォーム

マタニティ
家族クラス

・保育士講話(祖父母向け)
・調乳指導・育児体験等
・持ち物：親子(母子)健康手帳、申込書、
 上履き、くつ袋、テキスト代250円

2月18日(日)
9:30～11:30　

妊婦・妊婦の夫(パート
ナー )・祖父母
定員：20組

1月18日(木) ～
専用フォーム

マタニティきょう
だいクラス

・内容：心理士講話(上の子の気持
ちと対応)等 

・持ち物：親子(母子)健康手帳、申込書、
上履き、くつ袋

2月1日(木)
9:30～11:30

2人目以降を妊娠中の
妊婦とその家族
定員：15組

1月4日(木) ～
専用フォーム

問	健康増進課 ☎22-9525
場	市役所3階 検診室



nformation プラス
インフォメーションページのみ
抜き取って保管できます！

立木の一部が城西に変わります

区画整理事業の換地処分に関すること（対象地番など）問市街地整備課 ☎22-9382　　

町名地番変更証明書や、住民票・戸籍に関すること問市民課 ☎22-9402

　

2月17日（土）から思川西部土地区画整理事業の完了により、大字立

木の一部が、「城
じょうさい

西１丁目」・「城
じょうさい

西２丁目」に町名が変わります。

新しい住所・本籍の表し方

小山市城西〇丁目○○番地○○

住民票・印鑑登録証明書の住所および戸籍謄本（抄本）の本籍は、す

べて市役所で書き換えます。

変更に伴い各種手続きに必要な「町名地番変更証明書」を、2月19日

（月）以降、市民課及び各出張所で無料発行いたします。

また、各種手続きにご利用いただける住所または本籍の変更のお知

らせを、対象の地域にお住まいの方に送付します。なお、各種資格

証などについては発行元にお問合せください。

思川及び与良川の河川敷
野火焼きの実施について
問農政課 ☎ 22-9807

小山の初市・だるま市

問小山の初市実行委員会 ( 小山市観光協会内 ) ☎ 30-4772

各地区鳥獣被害対策協議会を中心としてイノシシによる被

害防止を目的に、思川及び与良川の河川敷内で野火焼きを

実施します。当日及び実施後当分の間は、風向きや上昇気

流により灰や煙が飛散し、洗濯物への付着、庭や屋根への

降灰等の可能性がありますが、野火焼きの必要性をご理解

いただき、ご協力よろしくお願いします。

日　時	 1月21日(日)9時より順次開始

	 		 ※強風や降雨の場合、1月28日(日)

場　所	 思川河川敷土手(小宅地区・飯塚地区・黒本地区・

三拝川岸地区・東島田地区・島田地区・網戸地区)、

与良川(網戸地区・下生井地区・上生井地区・白

鳥地区)

毎年成人の日に小山駅西口周辺で行われる、新春を祝うイ

ベントです。だるま市・軽トラ市も同日開催されています。

新春にふさわしい「めでたい」企画が盛りだくさん！ 

・おはやし演奏、獅子舞等各種ステージイベントの実施

・新春もちつき大会の実施

・チャリティー豚汁の提供

・一年安鯛みくじの販売

日　時	 1月8日(月・祝)　10時～15時

	 		 ※雨天決行、荒天延期(14日(日))

場　所	 小山駅西口周辺(まちの駅思季彩館他)



お 知 ら せ

2月、3月、4月は市民課
窓口が大変混雑します

問市民課 ☎22-9405

2月、3月、4月は新年度を迎えるにあ

たり、市民課窓口が大変混雑します。

混雑状況次第では2時間以上お待たせ

する場合もあります。混雑する日、時

間帯を避けることや出張所の利用など

をご検討ください。

特に混雑が予想される日

月曜日・金曜日・大安

特に混雑が予想される時間帯

11時～16時

オンラインで
転出手続きができます

問市民課 ☎22-9405

マイナンバーカードを使って、スマー

トフォンやパソコンからマイナポータ

ルを通じて、オンラインでの転出手続

きができるようになりました。

オンライン申請を利用することで、市

外への住所変更の際に、窓口へ行く回

数が新住所地で転入届をする際の1回

で済むようになります。

※通常の転出では、現住所地の市役所と新住

所地の市役所の両方に行く必要があります

償却資産（固定資産税）
の申告について

問資産税課 ☎22-9434

令和6年1月1日現在で、市内に事業用

資産を所有している事業者等は資産税

課に申告が必要です。

※確定申告とは異なります

※昨年度資産があると申告があった事業者に

は12月上旬に申告書を郵送しております

場 所	 資産税課（市役所2階）

対 象	 市内に事務所や店舗を設置し

ている事業者

申 込	 窓口、郵送、eLTAXによる電

子申告

申込期間	 1月4日（木）～31日（水）

都市計画に関する
縦覧・説明会

問都市計画課 ☎22-9203

市が変更する都市計画の案について、

縦覧・説明会を実施します。ご意見の

ある方は、縦覧期間中、意見書を提出

することができます。対象地区の名称

（区域）:城山町三丁目第二地区 （小山

市城山町三丁目の一部）

期 間	 1月9日（火）～23日（火）

場 所	 都市計画課（市役所4階）

令和6年度学校体育
施設夜間開放申請

問生涯スポーツ課 ☎21-2695

令和6年度学校体育施設夜間開放利用

申請の受付を開始します。

※令和5年度より、申込みが専用フォー

ムから受付になりました

対 象	 市内在住者10人以上で構成され、

年間を通して利用する団体

※児童・生徒が利用する場合

は20歳以上の責任者を含む

料 金	 光熱費（夜間照明チケット代）他

申 込	 専用フォーム

申込期間	 1月5日（金）～31日（水）

	

弾道ミサイルを想定
した住民避難訓練

問危機管理課 ☎22-9869

弾道ミサイルが発射された際の行動に

関する理解を深め、適切な避難誘導、

避難行動を図るため、国・県と共同

による県内初となる「弾道ミサイルを

想定した住民避難訓練」を実施します。

万が一、弾道ミサイル発射に関する情

報が伝達された場合は、近くの頑丈な

建物内への避難や頭部を守るなど、身

を守る行動をとってください。

日 時	 1月22日（月）9時～11時

場 所	 城山・サクラ・コモン及びそ

の周囲

20歳になったら国民年金

問国保年金課 ☎22-9416

問栃木年金事務所 ☎0282-22-4131

自営業、学生、無職の方等が20歳にな

ると、日本年金機構は国民年金（第1号

被保険者）に加入したことをお知らせ

します。20歳になってから概ね2週間

以内に、基礎年金番号通知書、国民年

金加入のお知らせ、国民年金保険料納

付書等が届きます。基礎年金番号通知

書は、大切に保管してください。また、

保険料を納めることが経済的に難しい

ときは、保険料を免除・猶予する制度

がありますのでご相談ください。

水道管の凍結に
ご注意ください

問小山市水道事業 ☎23-0368

これからの時期は水道管が凍結しやすくな

ります。水道管に保温材や布を巻く等の対

策をしてください。凍結してしまったら、

凍結箇所に布をかぶせ、その上からお湯（ぬ

るま湯）をかけてください。

※直接熱湯をかけると水道管が破裂する恐

れがあります

コウノトリの繁殖期が
近づいています!

問自然共生課 ☎22-9354

渡良瀬遊水地では、2020年より毎年コウ

ノトリの繁殖が確認されており、最近で

は一度にたくさんのコウノトリが飛来し

ている様子も目撃されています。コウノ

トリは、1月下旬頃から繁殖に向けて準

備を始めますので、渡良瀬遊水地を訪れ

る際はコウノトリを驚かさないようマ

ナーを守った行動を心がけましょう!

病害虫防除を目的とした
火入れ・芝焼き

問農政課 ☎22-9807

市内において農地の病害虫防除を目的

とした火入れ・芝焼きをおこなう方で、

火入れをおこなう場所が森林から1㎞

以内にある場合、農政課へ火入れ許可

申請書を提出してください。

申請方法	 窓口

申請期限	 火入れ2週間前まで

募 集

令和6年度小山市
電話相談員の募集

問生涯学習課 ☎22-9671

青少年やその保護者等からの悩みや困

りごとなどの話を、電話で傾聴する相

談員を募集します。条件等については、

ホームページをご覧ください。

募集人数　1人

募集期間　1月15日（月）まで

シルバー人材センター定例入会説明会
および出前入会説明会のご案内

問小山市シルバー人材センター

☎28-4130



市内に居住する、健康で働く意欲のあ

る60歳以上の方であれば、シルバー人材

センターの会員になることができます。

会員になるためには入会説明会の参加が

必要です。このたび、定例説明会に加え

て出前入会説明会を開催します。

日 時	

定例：2月6日、3月5日、4月2日（各火曜日）

各回13時30分～15時

出前：1月23日（火）14時～15時

場 所	

定例：小山市シルバー人材センター研

修室（東城南5-15-8）

出前：しらざぎ館　研修室

対 象	 市内に居住する健康で、就労

意欲のある60歳以上の方

小山フォトコン２０２３
「３０年後に残したい小山の景色」

問総合政策課 ☎22-9353

風景、イベント、何気ない日常など、市

制100周年を迎える30年後に残したい小

山の景色を募集します。過去に撮影した

ものでもOKです。市民投票で入賞作品を

決定し、入賞者には賞品があります。入

賞作品については市制70周年記念誌に

掲載するほか、市の各種媒体で公表し

ます。応募規約などはホームページを

ご覧ください。

応募方法	 専用フォーム

	 ※一人5点まで

募集期間	 1月31日(水)まで

交通指導員を募集します

問市民生活安心課 ☎22-9283

朝の時間帯における児童・生徒の交通

安全の立哨ができる方を募集します。

対 象	 ・市内に住所を有する方

・普通自動車運転免許をお持

ちの方

・概ね70歳までで健康状態が

良好な方

定 員	・中小学区　1人（予定）

	 ・旭小学区　1人（予定）

	 ※配置場所が変更となる場合あり

申 込	 電話、窓口

申込期間	 1月19日（金）まで

都市再生整備計画事業
事後評価原案の意見募集

問都市計画課

☎22-9373 FAX 22-9685

平成30年度から令和5年度まで、「大

谷地区」において、都市再生整備計画

に基づいた事業を推進してきました。

今回、この計画における事業の効果

等を検証するため、事後評価を実施

しており、その原案に対する意見を

募集します。

申 込	 FAX、窓口、郵送、メール

期 間	 1月10日（水）～23日（火）

リノベーションを学んで、
お店を開いてみませんか?

問まちづくり推進課 ☎22-9357

実際の空き家を題材に、企画から開業、

経営を学ぶ実践的なワークショップを

開催！オーナーの了承がでればその物

件で開業もできます。リノベまちづく

りを学びたい学生も大歓迎です！

日 時	 2月3日(土)、4日(日)の2日間

定 員	 8人程度

料 金	 無料

中級英語講座
（全5回）参加者募集

問国際政策課 ☎22-9278

高校程度の英語を使い、コミュニケー

ションや自分の意見を述べる能力を伸

ばします。

日 時	 2月1日、8日、15日、22日、

29日（各木曜日）10時～11時

30分

場 所	 中央公民館　視聴覚室（2月15

日は市役所3階大会議室）

対 象	 市内在住、通勤、通学者

定 員	 先着20人

料 金	 無料

申 込	 電話、窓口

申込期間	 1月5日（金）～1月26日（金）

令和6年度小山市市民農園
（貸し農園）新規利用者募集

問農政課 ☎22-9255

20平方メートル（約6坪）の区画内でお

好きな野菜を栽培できます。

使用可能期間

　4月1日（月）～令和7年3月31日（月）

場 所	 小山市市民農園内

	 （道の駅思川南側）

定 員	 35人程度

	 ※申込多数の場合は抽選

年間利用料　5,000円

申 込	 窓口、専用フォーム

申込期間	 1月4日（木）～19日（金）

小・中・義務教育学校の
会計年度任用職員
（非常勤講師）の募集

問学校教育課 ☎22-9654

①T・T教員、②特別支援教育サポー

ター、③外国人児童生徒指導員・支援

員、④生活相談員・心の教室相談員、

⑤学校栄養士、⑥教員業務支援員

任用期間　令和6年4月～令和7年3月

募集人数　各若干名　

申 込	 窓口、郵送（必着）

　　　　※T・T教員及び学校栄養士は

　免許状の写しも必要

申込期間	 1月4日（木）～12日（金）

令和5年度一般公募
応急手当普及員講習

問消防署 ☎39-6666

応急手当普及員とは、消防署などで行っている

普通救命講習などを、所属する事業所の従業員

や防災組織の構成員に対して指導するための十

分な知識や技術をもった人です。応急手当普及

員講習では3日間の講習を受けて、指導するた

めに必要な十分な知識と技術を身に着けます。

日 時	 2月18日（日）、24日（土）、

	 25日（日）9時～17時（受付8時30分～）

	 ※3日間全て受講

場 所	 マルベリー館　会議室1 

対 象	 市内または野木町に在住、在

勤、在学の中学1年生および

義務教育学校7年生以上の方

定 員	 先着15人

料 金	 5,300円(テキスト代)

申 込	 電話

申込期間	 1月7日(日) ～31日(水)

	 8時30分～17時15分

日本語教授法講座
（全5回）参加者募集

問小山市国際交流協会 ☎23-1042

問国際政策課 ☎22-9278

外国人の日本語学習を支援する方を

養成する講座です。初心者向けの内

容になります。市内にある日本語教

室で外国人に日本語を教えたい方、

興味のある方はぜひご参加ください。

日 時	 1月20日、27日、2月3日、10日、

24日（各土曜日）15時～17時

場 所	 生涯学習センター第1セミナー室

	 (1月20日のみ第2セミナー室)

定 員	 先着20人

料 金	 小山市国際交流協会会員:

	 1,000円、非会員:4,000円

申 込	 電話、窓口

申込期間	 1月19日(金)まで

パブリックコメントの実施
「指定ごみ袋制度の基本方針（案）」
および「小山広域保健衛生組合
一般廃棄物（ごみ）処理基本計画（案）」

問小山広域保健衛生組合政策課

☎22-3228

指定ごみ袋制度の具体的な内容を定め

る「指定ごみ袋制度の基本方針」の策定



と、ごみ処理の方針や施策を定める「一

般廃棄物（ごみ）処理基本計画」を改定

するにあたり、パブリックコメント（意

見募集）を実施します。

詳細は小山広域保健衛生組合のホーム

ページをご覧ください。

募集期間	 1月24日（水）～2月21日（水）

助成制度・手当

産前産後期間の国民健康保険
税が一部免除されます（要届出）

問市民税課 ☎22-9426

令和6年1月1日から、産前産後期間の国民

健康保険税のうち、「所得割額」と「均等割

額」が一定期間分免除になります。対象者

は令和5年11月1日以降に出産されたまたは

出産予定の国民健康保険被保険者の方です。

届出は出産予定日の6か月前から可能です。

必要書類

①届出書

②出産予定日や出産日が確認できる書類

③マイナンバーカード等の本人確認書類

ひきこもり相談支援室を
ご利用ください

問福祉課 ☎22-9858

ひきこもりでお悩みの方やそのご家族

等の相談支援を行っています。ご自身

のタイミングでご相談ください。

日 時	 平日8時30分～17時15分

場 所	 福祉課（市役所2階）

対 象	 ひきこもりでお悩みの方やそ

のご家族等

料 金	 無料

申 込	 電話、窓口

働く人のメンタルヘルス
相談のお知らせ

問小山労政事務所 ☎22-4032

県内の労政事務所で「働く人のメンタ

ルヘルス相談」を実施しています。職

場でストレスやメンタルヘルス不調を

抱えている方、そのご家族や会社の上

司・同僚の方からのご相談に、産業カ

ウンセラーが無料で応じます。

申 込	 電話

イベント・講座

空き家相談会
(要予約）

問建築指導課 ☎22-9824

空き家の利活用や相続などの不安につ

いて、司法書士会や宅地建物取引業協

会に相談をしてみませんか?

日 時	 2月18日（日）9時30分～12時、

13時～16時

場 所	 しらさぎ館研修室１

対 象	 空き家所有者

定 員	 先着20枠（1枠30分、2枠まで）

（要予約）

料 金	 無料

申 込	 電話、窓口、専用フォーム

申込期間	 1月9日(火)8時30分～

明るい選挙啓発ポスター
優秀作品展示

問選挙管理委員会 ☎22-9481

市内小・中・義務教育学校(計25校)の

児童・生徒の皆さまから出品された作

品(計171点)の中から、優秀作品として

選ばれた市の入選43点を展示します。

日 時	 1月12日(金)15時～26日(金)13時

場 所	 市役所1階　多目的スペース

栃木特別支援学校
「伸びゆく子どもたちの
作品展」

問学校教育課 ☎22-9676

問栃木特別支援学校 ☎0282-24-7575

児童生徒の作品を展示します。

日 時	 1月27日(土) ～29日(月)

	 10時～17時(29日は15時30分まで）

場 所	 イオン栃木店（栃木市箱森町37-9）

栗原文音さんの
バドミントンクリニック

問市立体育館 ☎28-1250

リオオリンピック混合ダブルス5位入賞

をした栗
くり

原
はら

 文
あやね

音 さんのバドミントンク
リニックを開催します。現在バドミント

ンをされている方でもっとうまくなりた

いと思っている方はぜひご参加ください。

※レベルはご自身で判断してください

日 時	 2月12日（月･祝）

	 ①初中級レベル　10時～12時

②上級　13時15分～15時15分

場 所	 市立体育館

対 象	 小・中学生(バドミントン経験者)

定 員	 ①初中級レベル　60人

	 ②上級　40人

料 金	 500円

申 込	 電話

申込期間	 1月5日（金）10時～

持ち物	 ラケット、運動のできる服装、

室内シューズ、飲み物、タオル

書道家・墨象家古川 司裕 氏 監修
 第1回みんなでつくる
「墨とアートの作品展」

問生涯学習課 ☎22-9665

古
ふる

川
かわ

 司
し ゆ う

裕 氏の監修のもと、墨を使っ
ていればどんな形でもOKなアート作品

の作品展を開催します。公募作品のう

ち入賞作品が展示される他、古川氏の

作品も展示されます。

日 時	 1月20日（土）9時～25日（木）12時

※期間中のギャラリーの開館

時間は、9時から17時まで

場 所	 生涯学習センター

	 ギャラリー

料 金	 無料

第13回おやま市民大学
「『まち保育』ってなあに?～地域全体
で子育てを考えてみよう!～」

問生涯学習課 ☎22-9665

横浜市立大学国際教養学部都市学系・教授 

三
み わ

輪 律
のり

江
え

 氏を講師にお招きした講演会で

す。身近な地域社会と一緒に、子どもが育っ

ていく土壌づくり（=「まち保育」）をキーワー

ドに、一緒に楽しく考えてみませんか?

日 時	 2月17日（土）10時～12時

場 所	 生涯学習センターホール

対 象	 どなたでも

定 員	 50人

料 金	 無料

申 込	 電話、専用フォーム

申込期間	 1月10日（水）～31日（水）

第14回おやま市民大学
まちをもっと好きになる、
まち歩きワークショップのつくり方

問生涯学習課 ☎22-9665

日ごろ暮らす身近なまちを再発見し、

より良くするヒントをつかむ「まち歩き

ワークショップ」のつくり方を学ぶ、体

感型の講座です。見て聞いて知ったこ

とをまちづくり等に生かす方法を一緒

に探します。講師：横浜市立大学国際

教養学部都市学系・教授 三
み わ

輪 律
のり

江
え

氏
日 時	 2月17日（土）13時30分～16時

場 所	 生涯学習センターホール

対 象	「まちづくり」に関心がある方

定 員	 30人程度

※「小学生」には義務教育学校１～６年生、 「中学生」には義務教育学校７～９年生を含みます



料 金	 無料

申 込	 電話、専用フォーム

申込期間	 1月10日（水）～31日（水）

消費生活講演会を開催します！

問市民生活安心課

☎22-9282 FAX 25-8301

消費者市民社会を目指して！賢い消費者に

なるためにという題目で、元東京都職員の

坂本 かよみ 氏に講話をしていただきます。

日 時	 2月22日（木）10時～12時

場 所	 市役所3階　大会議室3ab

定 員	 60人

料 金	 無料

申 込	 電話、窓口、FAX

申込期間	 1月31日（水）まで

1月みんなで歩け歩け運動

問生涯スポーツ課 ☎21-2695

〇間々田駅（東口）⇒美しが丘公園⇒

間々田八幡宮⇒しらさぎ館⇒乙女かわ

らの里公園⇒間々田駅（西口）解散

日 時	 1月21日（日）8時45分（集合）

～12時（解散予定）

場 所	 間々田駅（東口）

対 象	 どなたでも

料 金	 無料

申 込	 当日受付

第15回おやま市民大学
「『源氏物語』を読むために」

問生涯学習課 ☎22-9665

宇都宮大学国際学部准教授の髙
たか

山
やま

 道
みち

代
よ

 氏を講師にお招きし、日本最古の

長編小説『源氏物語』への作品理解を深

める基礎講座です。

日 時	 2月18日（日）10時～12時

場 所	 生涯学習センターホール

対 象	 古典に興味がある方・チャレ

ンジしようと思っている方

定 員	 80人

料 金	 無料

申 込	 電話、専用フォーム

申込期間	 1月15日（月）～31日（水）

小山市立体育館 
フェスタ

問市立体育館 ☎28-1250

卓球、バドミントンの無料開放やス

ポーツをする子どものための栄養学セ

ミナー、グローブミサンガ作り、紙

ヒコーキ飛ばし、めざせ!しのびポケ

モンゲッコウガ!などを開催します。

日 時	 1月27日（土）10時～16時

場 所	 市立体育館　

料 金	 無料（一部有料あり）

申 込	 電話

申込期間	 1月4日（木）10時～

持ち物	 運動のできる服装、室内

シューズ、飲み物、タオル

2月の定例観望会
のお知らせ

問博物館 ☎45-5331

「オリオン座をみつけよう」 

～ M42(オリオン大星雲)をみよう～

ほっしー★OYAMA号での天体観望会。

曇りや雨の場合は中止となります。 当日、

実施時刻の1時間前に電話、ホームページ

またはX（旧Twitter)でご確認ください。

※当日、10時～11時に、博物館駐車場

にて太陽観測会も実施します

日 時	 2月10日（土）18時30分～19時30分

場 所	 生井公民館

	 （駐車場は旧JAおやま生井支店）

対 象	 幼児～一般

定 員	 50人程度

料 金	 無料

申 込	 専用フォーム、電話

申込期間	 1月13日(土) ～19日(金)

	 (抽選・要予約)※1回5人まで

ゆめまち1月のイベント

問ゆめまち ☎27-9935

日　時

わくわくゆめまちおはなし会

1月23日（火）10:30 ～11:00
無料、申込み不要

天体観望会
ほっしー★ＯＹＡＭＡ号で
＝冬の星座群や惑星を見つけよう＝

1月27日（土）18:00 ～19:00
申込み不要、小学生以下は保護者同伴
（曇天　雨天の場合は中止）

場 所	 ゆめまち

「福祉のお仕事就職フェア
（県南エリア）」のお知らせ

問県社会福祉協議会

☎028-643-5622

福祉の仕事に就職希望の方と求人事業

所との相談会。福祉の仕事や資格の相

談もできます。要参加申込。	

日 時	 1月27日（土）13時～15時30分

場 所	 中央公民館　第1研修室

料 金	 無料

ちょっとのコツで、
もっと伝わるチラシ作り
講座

問市民活動センター 「おやま～る」

☎20-5562

自分のチラシをより良くするポイン

トを学んで、ボランティア団体のメ

ンバー募集やイベントの参加者募集

に活かしてみませんか?筆記用具と今

まで作成したチラシがあればご持参

ください。

日 時	 1月20日（土）13時30分～

	 15時30分

場 所	 おやま～る研修室

対 象	 チラシ作り初心者の方、興味

のある方

定 員	 15人程度

料 金	 無料

申 込	 電話、窓口、専用フォーム

おやこ料理教室
参加者募集

問農政課 ☎22-9255

作って楽しい!食べておいしい!五目ち

らし寿司とかきたま汁を作ります。

日 時	 2月3日(土)10時～12時

場 所	 中央公民館　料理実習室

対 象	 市内在住の年長～小学生と

	 保護者（高学年であれば小学

生のみの参加も可）

定 員	 5組

料 金	 500円/人

申 込	 電話

申込期間	 1月9日(火)9時～

野鳥観察会

問思川に思いをはせる会　事務局

☎070-1371-3909

mamago272@yahoo.co.jp

冬の思川に訪れた野鳥を観察します。

双眼鏡を持っている人はぜひ持参して

ください。持っていない人には貸し出

します。

日 時	 1月20日（土）9時～

集合場所	 観晃橋 市役所側のあずまや

近く

対 象	 どなたでも（親子連れ歓迎）

定 員	 25人

申 込	 電話、メール

申込期間	 1月4日（木）～19日（金）



総会資料作成
「はじめの一歩」勉強会

問市民活動センター 「おやま～る」

☎20-5562

市民活動・自治会活動の総会資料をパ

ソコンで作れるように、ゆっくり楽し

く確認しながら「はじめの一歩」を学ぶ

勉強会です。

日 時	 2月2日、16日、3月1日、15日

（各金曜日）　10時～12時

場 所	 おやま～る研修室

定 員	 10人

料 金	 無料

申 込	 電話、窓口、専用フォーム

申込期間	 1月30日（火）まで

持ち物

パソコン（Windows10）、USBメモリー

第12回おやま
市民大学×栃木ゴールデン
ブレーブス ～スポーツの力～

問生涯学習課 ☎22-9665

市と地域支援パートナー連携を結ぶ栃

木ゴールデンブレーブスから寺内監

督を招き講演会を開催します。「目標、

モチベーション、健康・体づくり」を

テーマに、子どもから大人まで幅広い

年代の方にスポーツを通した生涯学習

を体感できる内容です。参加者は簡単

な運動ができる服装でご来場ください。

日 時	 2月3日（土）14時～16時

場 所	 生涯学習センターホール

対 象	 どなたでも

定 員	 110人※応募者多数の場合、市内

在住・在勤・在学者を優先し抽選

料 金	 無料

申 込	 電話、専用フォーム

申込期間	 1月19日（金）まで

※1月3日(水)までは施設休

館のため、電話での申込

み不可

小山市・足利銀行共催事業
「相続セミナー」
～知っておきたい3つの課題～

問生涯学習課 ☎22-9665

人生100年時代において大切な資産をどの

ように遺していくか考えてみませんか?

日 時	 1月30日（火）14時～16時

場 所	 生涯学習センター　ホール

対 象	 どなたでも

定 員	 50人※応募者多数の場合、市内

在住・在勤・在学者を優先し抽選

料 金	 無料

申 込	 電話、窓口、専用フォーム

申込期間	 1月19日（金）まで

ベーゼンドルファーのグランドピアノを
弾いてみませんか?

問生涯学習課 ☎22-9665

貸し切りの音楽ホ-ルでグランドピア

ノを自由に弾ける特別企画です♪

日 時	 1月27日（土）9時～16時45分（各45分）

場 所	 生涯学習センター　ホール

定 員	 8組（先着）

料 金	 1,000円

申 込	 電話

申込期間	 1月8日(月)9時～19日（金）

子育てひろば「パパといっしょ」
リズム運動あそび参加者募集

問こども課 ☎22-9649

お子様と一緒にリズムに合わせて体を

動かす楽しさを味わいましょう。

日 時	 2月18日(日)　10時～11時30分

場 所	 市役所3階大会議室3ab

対 象	 1･2歳の乳幼児とパパ

	 (ママも同伴可)

定 員	 10人(先着順)

料 金	 無料

申 込	 専用フォーム

申込期間	 2月1日(木)9時～15日(木)

持ち物	 運動のできる服装、飲み物

第3回小山地区定住
自立圏協働事業
市民活動団体交流会
～活動・運営のヒント探してみませんか～

問市民活動センター 「おやま～る」 ☎20-5562

小山市、下野市、野木町、結城市の市民

活動を推進するセクションが協働して、

市民活動団体の相互交流・連携を強化す

ることを目的に交流会を開催します。

日 時	 1月27日（土）9時30分～12時

場 所	 市役所6階大会議室

定 員	 50人

申 込	 電話、専用フォーム

申込期間	 1月19日（金)まで

もの忘れ相談会の開催

問高齢生きがい課 ☎22-9853

もの忘れについて心配があるご本人や

そのご家族を対象に、個別相談会を開

催します。事前予約不要。お気軽にお

越しください。

日 時	 1月26日（金）10時～12時

場 所	 マルベリー館2階　会議室4

対 象	 もの忘れについて心配がある

ご本人やそのご家族

クラフト館ワークショップ

問クラフト館 ☎32-6477

日　時 料　金

ハート型ボトルのハーバリウム制作

1月20日（土） 13：30　8人　 � 1,800円

コースター織（地機織り）

1月21日（日）
①10:30 2人　②14:00 2人
2月3日（土）
①10:30 1人　②14:00 1人

大人�1,000円
子ども�500円

「思川の流しびな保存会」流しびな作り

1月27日（土）10：30　5人 1,000円

カメリアの2wayクリップ （つまみ細工）

1月27日（土）13：30　6人 � 2,000円

御朱印帳作り（結城紬の表紙）

1月28日（日）13：30　6人 2,000円

場 所	 クラフト館

申 込	 電話、窓口

　　　　※キャンセルは2日前まで



近隣市町の情報  （関東どまんなかサミット・定住自立圏）

板倉町（群馬県）

■板倉町文化財資料館をご利用ください

問板倉町文化財資料館 ☎0276-91-4018

町内で発掘された土器や埴輪などの展示や、板倉町の歴史・水場の文化

を紹介しています。

織り姫の部屋では、糸紡ぎや機織

りが体験できます。体験希望のか

たは事前にご連絡ください。

休館日	 月曜日

	 （月曜が祝日の場合は火曜）

利用時間　午前9時～午後4時30分

栃木市（栃木県）

■第２回サイクルジムカーナinわたらせ

問栃木市スポーツ課 ☎0282-25-0930

パイロンで作られた短いコースを自転車で走り、タ

イムを競う競技です。どんな自転車でも参加可能！

自転車・ヘルメットはご持参ください。

日 時	 1月20日（土）12時～15時（雨天中止）

	 ※10時～12時は自由に練習可

場 所	 わたらせサイクルパーク

	 （藤岡渡良瀬運動公園内／栃木市藤岡町藤岡）

定 員	 100人（先着順）

料 金	 無料

申 込	 ２次元コードより

野木町（栃木県）

■TOWN-NOGIイルミネーション2023
問野木町観光協会（産業振興課内） ☎0280-57-4153
期 間　1月31日（水）まで
時 間　日没後（17時前後）

～24時　
場 所　JR野木駅前東西	

ロータリー
※車で来場の際は、有料駐
車場をご利用ください

古河市（茨城県）

■平成館「ウィンターシーズン限定宿泊プラン」

問サンワ設計ネーブルパーク平成館 ☎0280-91-2080

期 間　1月8日（月・祝）～

	 2月29日（木）

費 用　大人1人6,500円

	 (1泊2食付き)

※小中学生・幼児も別

途承ります

申込期限　2月27日（火）

加須市（埼玉県）

■不動ヶ岡不動尊總
そ う が ん じ せ つ ぶ ん え

願寺節分会の鬼追い豆まき式
問加須市物産観光協会事務局（観光振興課）
☎０４８０- ６２- １１１１
長さ３ｍ、重さ30㎏の大

おおたいまつ

松明を掲げた赤鬼、剣を
持った青鬼、こん棒を抱えた黒鬼が不動堂の回廊
を駆け回り、無病息災・家内安全・商売繁昌など
を祈願する参拝者でにぎわいます。江戸時代から
続く全国でも珍しい行事です。
日 時	 ２月３日（土）
場 所	 不動ヶ岡不動尊總願寺
	 （加須市不動岡２-９-18）



ひとりで悩まず、ご相談ください。秘密は厳守、相談は無料です。
相談先がご不明な場合は、 市民生活安心課☎ 22-9282 へお問合せください。

名称 時間 問合せ

市民相談 ８：３０〜１７：１５
市民生活安心課
☎ 22-9282

被害者相談 ８：３０〜１７：１５

消費生活相談
９：００〜１５：００
※水曜休み

消費生活センター
☎ 22-3711

家庭児童相談 ８：３０～１７：１５
子育て家庭支援課
☎ 22-9626

ひとり親家庭相談 ９：００〜１７：００
子育て家庭支援課
☎ 22-9627

婦人相談 ９：００〜１７：００

DV 相談 ９：００〜１７：００
配偶者暴力相談支援センター
☎ 22-9602

青少年電話相談 １０：００〜１７：００ ☎ 25-4006　※土日も受付

こころのダイヤル

９：００〜１７：００
※第２･４水曜日
９：３０〜１１：３０

は医療相談

県精神保健福祉センター
☎ 028-673-8341

月
～
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　

◎
通
常
相
談

（
電
話
相
談
）

名称 時間 問合せ

県民相談 ９：００〜１６：００
小山県民相談室
☎ 22-9164

労働相談 ８：３０〜１７：１５
小山労政事務所
☎ 22-4032

シニアの社会参加
相談

８：３０～１７：１５
高齢生きがい課
☎ 22-9617

認知症相談 9：0０～１７：00
高齢生きがい課
☎ 22-9853

ひきこもり相談 ８：３０～１７：１５
福祉課ひきこもり相談支援
室☎ 22-9858

障がいのある方
向け相談

８：３０～１７：１５

小山市障がい児者基幹相談
支援センター
☎ 23-5050　FAX 29-6090

小山市地域生活支援拠点
☎ 39-6088　FAX 39-6188

外国人ふれあい
子育てサロン

８：３０〜１７：１５
小山市国際交流協会
☎ 23-1042（スペイン語、
ポルトガル語、英語）

外国人相談 ９：００〜１７：００

多文化共生総合支援センター
☎ 22-9439（スペイン語・
ポルトガル語）
☎ 22-9678（英語）　

◎
専
門
相
談

（
面
談
）　　
　

※
要
予
約

（
一
部
予
約
不
要
）

名称 期日 時間 相談相手 ・ 場所など
※場所記載がない場合は市役所

問合せ

行政相談 18㈰・21㈬ １０：００～１２：００
行政相談委員　※予約不要
場所：18日㈰市役所1階 多目的スペース
21日㈬市役所2階 市民相談室

市民生活安心課
☎ 22-9282

登記相談 14㈬ １０：００～１２：００
司法書士、土地家屋調査士
※予約は１ヵ月前から（土日祝は翌平日）

家庭内困りごと相談 18㈰ １３：３０～１６：１０
元家庭裁判所調査官・調停員
※予約は2月１日(木)～

税金なんでも相談 2月はありません
税理士
※予約は１ヵ月前から（土日祝は翌平日）

不動産相談 6㈫ １３：３０～１５：３０
宅建協会員
※予約は１ヵ月前から（土日祝は翌平日）

行政書士専門相談 21㈬・28㈬ １０：００～１２：００
行政書士（相続・遺言・許認可等）
※予約は１ヵ月前から（土日祝は翌平日）

青少年相談
月〜金（祝

日、盆、年末
年始を除く）

９：００〜１７：００
公認心理師および臨床心理士の資格を
有する青少年相談員
場所：青少年相談室

青少年相談室
☎ 25-4002

交通事故相談 13㈫・27㈫ １０：００～１５：００ 交通事故相談員
県民プラザ室
☎ 028-623-2188

人権相談 9㈮ １０：００～１５：００
人権擁護委員　※予約優先
場所：市役所６階　相談室６Ｂ

人権・男女共同参画課
☎ 22-9292

こころの相談 2月はありません 精神科医師
福祉課
☎ 22-9629

心配ごと相談
6㈫・20㈫ １０：００～１2：００ 場所：旧保健福祉センター　※予約不要

※電話相談可（３０分以内）
社会福祉協議会
☎ 22-950113㈫・27㈫ １３：００～１５：００

精神保健福祉相談 27㈫ １３：３０～１６：００
精神科医師（保健師１名同席）
場所：県南健康福祉センター
※保健師相談は随時受付

県南健康福祉センター
☎ 22-6192

精神障がい者家族相談会 8㈭ １３：３０～１５：３０
小山地区精神保健福祉会
場所：市役所２階　福祉課

小山地区精神保健福祉会
（やしお会）
☎ 0280-57-2673

女性のための心の相談 16㈮ １３：３０～１６：１５ 女性のカウンセラー
人権・男女共同参画課
☎ 22-9296

創業 ・ 経営 ・ キャリア ・
クラウドファンディング相談

3㈯・17㈯ ９：００～１２：００
中小企業診断士、ビジネスコーチ
※日程変更可

工業振興課
☎ 22-9396

※
要
予
約

◎
弁
護
士
相
談

（面
談
）

名称 期日 時間 相談相手 ・ 場所など
※場所記載がない場合は市役所

問合せ
※訴訟・調停中の方は受付不可

法律相談 18㈰ ９：３０〜１２：３０ ※予約は2月１日(木)～
市民生活安心課
☎ 22-9282

女性の生き方なんでも相談 16㈮ １０：００〜１２：００ ※女性の弁護士
人権・男女共同参画課
☎ 22-9296

心配ごと相談 13㈫・27㈫ １０：００〜１２：００
場所：旧保健福祉センター
※心配ごと相談員が２人同席

社会福祉協議会
☎ 22-9501

法律とこころの相談 1㈭ １０：００〜１２：００ ※保健師１人同席
福祉課
☎ 22-9629


